
第４９回大阪母性衛生学会学術集会・研修会プログラム 

 

                  会   長 木村 正（大阪大学大学院医学系研究科 教授） 

学術集会長 山口福美 (社団法人 大阪府助産師会 会長) 
 

<研修会> 

 

 

  日 時：平成22年12月19日（日）10：00～12：00 

場 所：大阪大学中之島センター（１０階ホール） 

〒530-0005 大阪市北区中之島4-3-53 

  テーマ：出生前診断を考えてみよう（医学的、法的、倫理的側面より） 

  演 者： 大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学 金川武司 助教 

       米田泰邦法律事務所 鵜飼 万貴子 弁護士 

       龍谷大学社会学部コミュニティーマネジメント学科 田村 公江 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

<学術集会> 

  日 時：平成22年12月19日（日）14：00～16：30   

場 所：大阪大学中之島センター（１０階ホール・７階講義室２） 

   参加費：２,０００円（学生１,０００円） 

  年会費：１,０００円（学生５００円）     

      （平成22年度大阪母性衛生学会に未入会の方は、年会費1,000円を別途申受けます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後 援：大阪府助産師会、大阪府看護協会、大阪産婦人科医会、大阪大学大学院医学系研究科

昼食は別紙の地図をご参照の

上、各自でお取りください。 

 

研修会も含む 



  

 

 

 事務局：大阪大学医学部産科学婦人科学教室   

 TEL：06-6879-3351  FAX:06-6879-3359 

E-mail：jimu@gyne.med.osaka-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大阪大学中之島センターの正面玄関は中之島通に面しております。 

１０階建ての最上階がガラス張りで薄緑色に見える建物が大阪大学中之島センターです。 

 

※駐車場はございませんので、お車でのご来館はご遠慮下さい。 

◆電車によるアクセス  

京阪中之島線 中之島駅より 徒歩約５分 

阪神本線 福島駅より 徒歩約９分 

JR 東西線 新福島駅より 徒歩約９分 

JR 環状線 福島駅より 徒歩約１２分 

地下鉄四つ橋線 肥後橋駅より 徒歩約１０分 

地下鉄御堂筋線 淀屋橋駅より 徒歩約１６分  

 

※タクシーでお越しの際は、近隣施設や建物に

中之島センタービル等類似した名称の建物が

ございますので、「大阪市立科学館 北側の『大

阪大学中之島センター』」とお伝えください。 

 ※タクシーでお越しの際は、近隣施設や建物に中之島センター

ビル等類似した名称の建物がございますので、「大阪市立科学

館 北側の『大阪大学中之島センター』」とお伝えください。 

 



Time schedule 
 時刻 第１会場（10 階ホール） 第２会場（７階講義室２） 

研
修
会 

10:00～10:05 会長挨拶  

10:05～12:00 研修会 座長:中井祐一郎   

 12:00～14:00 休憩 

学
術
集
会 

14:00〜14:05 学術集会長挨拶  

14:10〜15:10 第 1群(6 題)座長:町浦美智子  第 3群(6 題)座長:小山田浩子  

15:15〜 第 2群(5 題)座長:篠原和子 第 4群(6 題)座長:島田三恵子  

 

<研修会>  

会長挨拶：大阪母性衛生学会会長  木村 正（大阪大学大学院医学系研究科 教授） 

 

座 長：中井祐一郎（川崎医科大学附属病院 准教授） 

 

テ ー マ：出生前診断を考えてみよう <医学的、法的、倫理的側面より> 

 

演  者: 金川 武司  （大阪大学大学院医学系研究科 産科学婦人科学 助教）  

     鵜飼 万貴子 （米田泰邦法律事務所 弁護士） 

     田村 公江  （龍谷大学社会学部コミュニティーマネジメント学科 教授） 

 

 

 

 

 

 

<学術集会> 

学術集会長挨拶： 山口福美 (社団法人 大阪府助産師会 会長) 

 

 



 

第１会場  

 

○が発表者 

 

第１群（６題）14：10～15：10  

座長 町浦 美智子 (大阪府立大学看護学部) 

 

１．阪南中央病院における社会的ハイリスク妊産婦の支援について（１） 

○橋本 彩、金子夏美、宇佐見 巳弥、河内恵子（阪南中央病院 東４階病棟） 

 

２．阪南中央病院における社会的ハイリスク妊産婦の支援について（２） 

○久 亜矢、宇佐見 巳弥、河内恵子（阪南中央病院 東４階病棟） 

 

３．母乳育児支援における業務改善の効果 

～患者・スタッフアンケートの結果と母乳栄養率の推移より～ 

篠原和子、○谷 由紀子、○中野美佐枝、高島由香、森内 円、竹中加奈枝、田中菜津美、 

島添淳子（聖バルナバ病院） 

 

４．バースプランの記述内容の検討 

○中川弓華、小俣雅美、田中美穂、濱本直子（聖バルナバ助産師学院９２回生）佐々木優子、 

小笹幸子（聖バルナバ助産師学院） 

 

５．父親の属性と父親教室受講前後の対児感情の変化 

○田尻亜希、池田園子、小川美穂、河崎稚日、桑原香奈、新谷有紀、福田渚 

（聖バルナバ助産師学院９２回生）小笹幸子（聖バルナバ助産師学院） 

 

 ６．助産師の卒後研修のあり方の検討 ―大阪府看護協会の会員施設における現状調査から― 

松本美知子、江口さやか、斉藤百恵、永田晴美、東本幸代、佐々木理恵、関家夫子、山本弘恵、 

中野真紀、内田智絵、杉谷美穂、岡田亜希子、村上聖女、森野佐和子 

（大阪府看護協会 助産師職能委員） 

 

 

 

 

 

第２群（５題）15:15～   

座長 篠原 和子 (聖バルナバ病院 看護部師長) 

 

７．院内助産開設に至るまでの活動報告 



○斉藤百恵、大谷朋子（市立豊中病院 3南病棟） 

 

８．後陣痛の有無と母乳分泌の有無の関係 

○白石佳織、井上裕美子、宮崎貴子、大橋絵梨、篠原博美、黒川浩代（千船病院 産婦人科病

棟） 

 

９．当院における帝王切開例に対する授乳支援の改善 

○守分幸子、矢野由美子、木下 香、石川綾子、土居 暁、内海美幸、高崎理奈、荒武洋子、 

今井明子、谷口 武（医療法人定生会 谷口病院） 

 

１０．新生児の沐浴をドライケアに変更した結果 

○麻生妙子、下島綾子、村上喜代美、徳永明美、竹村秀雄（小阪産病院） 

 

１１．産褥期の三陰交刺激による子宮復古促進効果の有無について 

○角山美子、井上美智子、八杉知香、北村有紀、川畑仁美、伊地知仁美 

（関西医科大学付属枚方病院５Ｎ病棟） 

 

 

 

 

 

第２会場  

 

 

第３群（６題）14：10～15：10  

座長 小山田 浩子 (大阪市立大学大学院 看護学研究科・医学部看護学科) 

 

１２．ＶＢＡＣを希望する母親への関わり（第４報） ～バースレビューの分析より～ 

○柿田 文、林 千尋、伊藤友子、大汐史代、深町留美子、稲尾恵美子、春名雅子、今井史郎 

（愛染橋病院） 

 

１３．ローリスク妊娠にひそむ子宮内胎児死亡 

○吉田朋未、尾中志津香、井上京子、清水彰子、光田信明（大阪府立母子保健総合医療センタ

ー） 

 

１４．死産を体験しその後妊娠・出産した女性への傾聴と寄り添い 

○大矢恵理子、三田村七福子、芳中シゲ子、竹村秀雄（小阪産病院） 

 

１５．産褥期における不安に対するアロママッサージの心理的効果 

○金村佳美、永山貴美子、高島伊代、山本枝里（聖バルナバ助産師学院９２回生）谷川安子、 



小笹幸子（聖バルナバ助産師学院） 

 

１６．精神及び行動障害のある妊産婦の分娩後の症状の増悪因子の検討 

○片田千尋、前田紋子、宮川祐三子、井上京子、岸本聡子、清水彰子、光田信明 

（大阪府立母子保健総合医療センター） 

 

１７．２施設の母性専門看護師の協働 ～事例検討会の導入と発展のために～ 

○峰 博子（財団法人田附興風会医学研究所北野病院・母性看護専門看護師）三田村七福子 

（小阪産病院・母性看護専門看護師） 

 

 

 

第４群（６題）15:15～   

座長 島田 三恵子 (大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻) 

 

１８．非喫煙妊婦の受動喫煙と関心事に関する研究  

―母子保健教室参加妊婦の質問紙調査から― 

玉上麻美、小山田浩子（大阪市立大学大学院 看護学研究科）○山口文月、福井百合子、 

植田みゆき（大阪市立大学大学院 看護学研究科 前期博士課程） 

 

 

１９．妊婦の妊娠判明時の気持ちと胎児への声かけに関する研究  

―母子保健教室参加妊婦の質問紙調査から― 

玉上麻美、小山田浩子（大阪市立大学大学院 看護学研究科）○福井百合子、山口文月、 

植田みゆき（大阪市立大学大学院 看護学研究科 前期博士課程） 

 

２０．流産経験妊婦の外来受診時の自己表出と胎児感情に関する研究  

―母子保健教室参加妊婦の質問紙調査から― 

玉上麻美、小山田浩子（大阪市立大学大学院 看護学研究科）○植田みゆき、福井百合子、 

山口文月（大阪市立大学大学院 看護学研究科 前期博士課程） 

 

２１．乳幼児を育てるパートタイム労働の母親におけるワーク・ライフ・バランス 

   ―乳幼児の年齢別にみたフルタイム労働、専業主婦の母親との比較から― 

○奥野ゆかり、和木明日香、浅見恵梨子、上田惠子、草野恵美子、佐藤文子 

（千里金蘭大学看護学部） 

 

 

２２．携帯電話の電磁波による子どもへの健康リスクに対する看護学生の認知 

○高 英実、上田晃子、北林美紗子（大阪府立大学 看護学部 ３期生）山田加奈子、中嶋有加

里（大阪府立大学 看護学部） 



 

２３．大阪府Ａ市における中学生・高校生の性感染症の知識の現状把握 

○和木明日香、奥野ゆかり、浅見恵梨子、上田惠子、草野恵美子、佐藤文子 

（千里金蘭大学看護学部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  企業展示（順不同） 

明治乳業株式会社 

柳瀬ワイチ株式会社 

有限会社 青葉 

コンビ株式会社 

大衛株式会社     

ファイザー株式会社                                                                                                                                  


